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研究成果の概要（和文）：本研究は、2020年COVID-19によって引き起こされた想定を超えるリスク環境をコンテ
クストとして、政府がさまざまな課題に取組む際の重要な成功要因となるリソース・マネジメントをいかに構築
すべきかについての理論フレームワークを明らかにするとともに、理論モデルを実装するに当たってのわが国の
課題を明らかにした。具体的には、アンケート調査による実態把握とその分析検証を行って、わが国におけるリ
ソース・マネジメントの課題を明らかにした上で、リスク環境下における政府のリソース・マネジメントのフレ
ームワークを開発し、基盤としてのシステム・キャパシティの開発の重要性を提言した。

研究成果の概要（英文）：The context of this research has been changed caused by COVID-19 and aims to
 build the theoretical framework of the Resource Management for the Public Sector under the crisis 
of COVID-19. We conducted the questionnaire survey to local governments and identified the practical
 barriers for governments to manage resources in public sector and found the key success factors. We
 explore that in the core of the issue there also exists the difficulties to develop the system 
capacity for governments. Especially we made clear that it is important to develop the system 
capacity to engage stakeholders in the service delivery chain and work across organizational 
boundaries. We conclude that the integration of performance management and risk management is 
needed, and it is necessary to incorporate the effective boundary objects such as risk register 
and/or performance plan between them.

研究分野： 管理会計

キーワード： リソース・マネジメント　情報共有データベース　業績マネジメント　ネットワーク・ガバナンス　リ
スク・マネジメント　サービス原価計算

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
COVID-19やウクライナ危機など未曽有の危機に襲われた経済社会において、公共を構成するすべてのセクターを
公共経営のリソースと捉え、政府があらゆるリソースをエンゲージし、マネジメントするための理論的フレーム
ワークを明らかにし、それを実装するためのわが国の具体的な課題を究明した。今後課題を克服する重要な成功
要因とイネーブラーを探求するためには、より多くの事例研究が必要とされるが、その素地を確立した点で評価
できる。研究コンテクストをリスク環境に再設定したことで、環境分析、特にリスク要因分析に基づく業績マネ
ジメントとリスクマネジメントの統合システムの重要性を提言することができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 

 

１．研究開始当初の背景 

   

科学研究費補助金基盤研究（B）（課題番号 20H01557「政府におけるリソース・マネジメ
ントの研究」、研究代表者小林麻理）は 2020 年に、気候変動による災害の激甚化、少子高
齢化による社会経済環境の変化など、政府を取り巻く環境の複雑化が一層加速化している
現状に鑑み、増大するサービスニーズと政府の持続可能な財政運営の二律背反を抜本的に
解決する理論研究と応用研究を目指した。具体的には、公共を構成するすべてのリソースを
政府がエンゲージし、マネジメントする新たな公共経営モデルの構築を目指し、次の 2 つ
の学術的課題を基礎とした。すなわち、第一は、組織のマネジメント・システムではなく、
さまざまなレベルの政府、民間、非営利・市民という公共を構成するすべてのアクターを含
む政府におけるリソース・マネジメントを機能させるために、アクター相互の情報共有の基
盤となるデータベースの開発研究、第二は、短期、中期、長期のタイムフレームにおける環
境の変化、将来リスク分析を組み込んだデマンドベースによる最適な公共サービス情報シ
ステムの開発研究、である。 

 

 

２．研究の目的 

 

 本研究の柱は、アクター相互の情報共有の基盤となるデータベースの開発研究と、環境の
変化、将来リスク分析を組み込んだデマンドベースによる最適な公共サービス情報システ
ムの開発研究である。しかし、研究開始年度に発生した新型コロナウイルス感染症のグロー
バルな拡大は、これら２領域を論じる基盤となる研究コンテクスト自体の変容と転換を強
力に提示した。その結果、研究会における検討を経て、本研究の目的に、新型コロナウイル
スの感染拡大が引き起こしたパンデミックによるリスクと不確実性が、社会経済活動全体
に影響を及ぼすリスク環境を包含して、２つの学術的課題に取り組むことに合意した。言い
換えれば、さまざまなリスク要因が及ぼす影響を二つの学術的課題の基本的コンテクスト
として組み込んだ上で、リソース・マネジメントの諸課題に取り組むことを目的とした。具
体的には、新型コロナウイルス感染症対策というこれまで想定したことのないリスク環境
下におけるパブリック・マネジメント(Public Management: PM)はいかにあるべきかをま
ず議論し、その上で、政府の役割と公共を構成するすべてのステークホルダーとの関係性の
構築、協働・連携を通じた政府によるリソース・マネジメントの理論フレームワークを構築
し、さらにわが国における課題の抽出を行った上で、リスク環境下における政府のリソー
ス・マネジメントの基本スキームを明らかにすることを目的とした。すなわち、パンデミッ
クが社会経済に想定を超える影響を与え、不確実性が一層増大した現状によって、本研究の
目的は、基本的なコンテクストとしてのリスク環境をいかに PM に包摂できるのかという
理論フレームワークから出発し、改めてわが国のパブリック・ガバナンス (Public 
Governance: PG)の課題の抽出と政府におけるリソース・マネジメントの基本スキームを同
定することを目的とした。 

 

 

３．研究の方法 

この研究目的に取り組むため、本研究は PM におけるリソース・マネジメントに係る文献サー
ベイを実施し、パンデミックによる行動制限下にある 2020 年から 2022 年は、主としてオンライ
ンによる研究会を密に開催した。研究分担者それぞれの専門分野の視座から分析を行い、意見交
換を通して理論の集約を行った。これを基礎として、さらにわが国の課題を明らかにするために、
2022 年 9 月に「新型コロナウイルス感染症対策における行財政運営に関するアンケート調査」
をわが国市町村及び特別区全 1,741 団体に対して実施し、676 の回答（回答率は 38.8％）を得
て、その結果分析を行った。さらに、2023 年 2 月に韓国の研究者・実務家とのワークショップ
を行って、日韓の新型コロナウイルス感染症対策における行財政運営の比較研究を行い、2023 年
6 月に第 19 回 CIGAR: Comparative International Governmental Accounting Research 国際会
議（テーマ：「危機の時代におけるパブリック・アカウンタビリティと民主主義：学際的対話」
に参加して、研究のラップアップを行った。 
 
 
 
４．研究成果 

アンケート調査の結果から明確になった政府におけるリソース・マネジメントの課題は、次

の４点、すなわち、①明確な目標とビジョンの設定の欠如、②ワクチン接種というアウトプッ



トに至るプロセス、感染率の減少というアウトカムの達成、国民の健康保持というインパクト

に至るプロセスにおける国・都道府県・自治体等の役割と責任、計画設定とモニタリングの欠

如、③接種事業全体を円滑に実施するためのシステム・キャパシティ開発の不完全性、④ステ

ークホルダーの巻き込み・エンゲージの不十分性、である。この課題分析に基づき、本研究

は、政府におけるリソース・マネジメントの基本スキームが、政府におけるリスク・マネジメ

ントと公共価値フレームワークの統合に見いだされることを明らかにした。そしてリスク環境

下における政府のリソース・マネジメントの枠組みを図表のとおり示した。この成果を基礎と

して、今後システム開発とシステム・キャパシティ構築のガイドラインに着手することが可能

となった。 

 

図表 リスク環境下における政府のリソース・マネジメントの基本スキーム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典）小林麻理稿「わが国政府・自治体におけるリソース・マネジメントの課題 

―「新型コロナウイルス感染症対策における行財政運営に関するアンケート調査」結果 

に集約された問題分析と課題の提示―」『公共経営とアカウンタビリティ』政府会計学

会、Vol.4 No.1、p. 14、2024 年 3 月 
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第 2 の柱：インプットのマネジメント 

第 1 の柱：目標の追求 

第 3 の柱：市民とユーザのエンゲージ 

第 4 の柱：システム・キャパシティの開発 

4. デリバリー・チェーンをマネジメントする能力 
5. 要員の能力 
6. インパクトを評価する能力 
7. 組織の境界を横断するステークホルダー・マネジメントと協働 

8. 公共と納税者の正統性 
9. ユーザとクライアントの経験と参加 

 

10. リソースをマネジメントするプロセス 
11. データと予測の質 
12. ベンチマークとコスト・コントロール 
13. コスト・シフティング 

1. ビジョンと目標の理解 
2. 士気の程度 
3. 計画設定とモニタリングの実施 
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